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第２回定例会会議録 

 

平成２１年 ６月 ５日（金） 

開  会  午前１０時００分 

 

－－－日程第１ 開会宣言－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） おはようございます。 

 これより、平成２１年第２回御代田町議会定例会を開会いたします。 

 ただいまの出席議員は１３名、全員の出席であります。 

 理事者側でも全員の出席であります。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

 

－－－諸般の報告－－－ 

 日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。 

 荻原謙一議会事務局長。 

（議会事務局長 荻原謙一君 登壇） 

〇議会事務局長（荻原謙一君） 書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 諸般の報告 

 平成２１年６月５日 

 １．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案２５件、報告２件が提出されてい

ます。 

 ２．監査委員より監査報告が別紙のとおりありました。 

 ３．本定例会に説明のため、町長ほか関係者に出席を求めました。 

 ４．本定例会における一般質問通告者は、古越日里議員他５名であります。 

 ５．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。 

 次のページからは監査委員からの定例監査、例月出納検査報告書でございますの

で、後ほどご覧をいただきたいと思います。 

 また、閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折りに報告させていただ

きますので、この場においては省略させていただきます。以上でございます。 
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〇議長（内堀千恵子君） 以上をもって、諸般の報告を終わります。 

 

－－－日程第２ 会期決定－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２ 会期決定の件を議題といたします。 

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してございますの

で、議会運営委員長より報告を求めます。 

 朝倉謙一議会運営委員長。 

（議会運営委員長 朝倉謙一君 登壇） 

〇議会運営委員長（朝倉謙一君） あらためまして、おはようございます。 

 それでは報告をいたします。 

 去る５月２９日、午前１０時より、議会運営委員会を開催し、平成２１年第２回

御代田町議会定例会に提出予定の議案、一般質問等について、審議日程等を検討し

たので、その結果を報告いたします。 

 本定例会に町長から提案されます案件は、専決１２件、条例案３件、事件案２件、

予算案８件、報告２件の計２７件であります。 

 ３月定例会以降提出された陳情等はございませんでした。 

 会期は、本日より６月１５日までの１１日間とすることに決定をいたしました。 

 次に、日程につきましては、書類番号１をご覧いただきたいと思います。 

 それでは書類番号１、１７ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２１年第２回御代田町議会定例会会期及び審議予定表 

 日時・月日・曜日・開議時刻・内容 

 第 １日目  ６月 ５日 金曜日 午前１０時   開会 

                          会期の決定 

                          諸般の報告 

                          会議録署名議員の指名 

                          町長招集のあいさつ 

                          議案上程 

                          議案に対する質疑 

                          議案の委員会付託 

 第 ２日目  ６月 ６日 土曜日         議員審査 
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 第 ３日目  ６月 ７日 日曜日         議員審査 

 第 ４日目  ６月 ８日 月曜日 午前１０時   一般質問 

 第 ５日目  ６月 ９日 火曜日 午前１０時   一般質問 

 第 ６日目  ６月１０日 水曜日 午前１０時   常任委員会 

 第 ７日目  ６月１１日 木曜日 午前１０時   常任委員会 

 第 ８日目  ６月１２日 金曜日 午前１０時   全員協議会 

 第 ９日目  ６月１３日 土曜日         休会 

 第１０日目  ６月１４日 日曜日         休会 

 第１１日目  ６月１５日 月曜日 午前１０時   委員長報告 

                          質疑・討論・採決 

                          閉会 

 常任委員会開催日程 

  総務福祉文教常任委員会 

        ６月１０日 水曜日 午前１０時   大会議室 

        ６月１１日 木曜日 午前１０時   大会議室 

  町民建設経済常任委員会 

        ６月１０日 水曜日 午前１０時   議場 

        ６月１１日 木曜日 午前１０時   議場 

 全員協議会開催日程 

        ６月１２日 金曜日 午前１０時   大会議室 

 以上で報告を終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ただいま、議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日

より６月１５日までの１１日間といたしたいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、本定例会の会期は本日より６月１５日までの１１日間と決しました。 

 

－－－日程第３ 会議録署名議員の指名－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３ 会議録署名議員の指名を行います。 
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 会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、議長において 

  ７番 市村千恵子議員 

  ８番 栁澤 治議員 

を指名いたします。 

 

－－－日程第４ 町長招集あいさつ－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第４ 議会招集のあいさつを求めます。 

 茂木祐司町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） 議員の皆さまには、大変、時節柄お忙しい時期にもかかわらず、

全員のご出席をいただきまして、平成２１年第２回御代田町議会定例会が開催でき

ますことに、心より感謝を申し上げます。 

 政府が５月２９日に発表した、経済統計によりますと、雇用情勢は一段と悪化を

しておりまして、４月の完全失業率は５％に上昇し、５年５カ月ぶりに５％台に達

しております。また、４月の有効求人倍率は更に低下し、０．４６倍と、過去最低

を記録しております。個人消費の低迷も深刻となっておりまして、４月の家計調査

によりますと、１世帯当たりの消費支出は３０万６，３４０円に下がってしまい、

実質で前年同月比で１．３％の減少となっており、１４カ月連続のマイナスという

ことで、過去最長を更新しております。 

 一方、４月の鉱工業生産指数は、前月比で５．２％上昇し、２カ月連続でプラス

となりました。こうしたことから、鉱工業生産では持ちなおし始めている傾向が窺

われ、輸出大企業を中心に、在庫調整や雇用調整を急激に進めた結果、生産は回復

傾向に向かい始めたものと考えられます。 

 いずれにしましても、景気の基調判断がこれまでの急激な悪化が続いているとい

う状況から、このところ悪化のテンポが穏やかになったという変化にすぎませんの

で、雇用の回復によって日本経済を支える家計消費の回復に向けた対策が求められ

ているものと考えられます。 

 こうした中で、政府は追加経済対策として１５兆円の予算を組んで、不況対策を

進めようとしております。既に御代田町には、１億３，０００万円が交付されると

の内示も出ておりまして、この予算につきましては、国民の皆さまの大事な大事な
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税金であるという認識に立って、真に町民益に適う事業を進め、地域経済と町民生

活の支援となり、歓迎される事業を実施していくよう検討作業を進めているところ

であります。この件につきましては、予算を取りまとめた段階で臨時議会を開催し、

ご審議をいただく予定ですので、よろしくお願いをいたします。 

 今年度を準備期間として取り組みを開始した健康なまちづくり推進プロジェク

トの進捗状況について報告します。 

 このプロジェクトは、多くの町民の皆さまが健康な生活を持続するための施策を

展開することを目的に設置をしました。 

 まずは生活習慣病の予防を組織的に推進する取り組みを、副町長を中心に企画財

政課、町民課、教育委員会、保健福祉課など、健康にかかわる各課が共同で計画を

立案し、事業展開を図ろうとするものであります。ここで言う生活習慣病とは、脳

梗塞、認知症などの脳血管障害と、糖尿病などの腎疾患、心筋梗塞などの新疾患に

絞り込んでおりますが、その理由は、これらの血管の破壊に由来する病気の多くは、

若いうちからの食事、運動習慣などを改善することにより、大半は防ぐことができ

るからであります。 

 本事業につきましては、今回の議案にも載せてありますが、県の元気づくり支援

金事業を活用して、町の職員に健康運動指導士という資格を取得させ、町民に対す

る運動指導を恒常的に行うことが可能となるための人材育成や、健康と体力づくり

に直結する健康ウォーキング教室などを順次実施していこうと、準備を進めており

ます。町では、健康なまちづくり推進プロジェクトに先駆けて、私が町長になって

から保健師と管理栄養士の増員を計画的に進めてきており、２年前には正職は保健

師３名だけで、他に臨時で保健師と看護師が１名、嘱託の栄養士１名でしたが、今

年度からは正職の保健師５名と管理栄養士１名の６名に加えて、臨時の保健師・看

護師が１名となったことで、正職員の体制を２倍に強化してまいりました。こうし

た職員体制強化に加えまして、地域に根ざした保健補導員の皆さまなどの大きな活

躍があり、更に連携を強化してきたことによりまして、昨年度から始まりました特

定検診につきましては、４１％の受診率となりました。これを佐久地域の１１市町

村で比較しますと、人口の極端に少ない自治体を除きますと、御代田町は佐久地域

内で第１位の受診率となりました。これはまだ第一歩の成果でありますけれども、

引き続いて受診率の向上に努めてまいりたいと考えております。 
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 かねてより、私が実施しようとしてきた役場庁内での経費節減の取り組みについ

ては、役場庁内に事務改善委員会を設置して、本格的な議論が始まろうとしていま

す。今日の大不況のもとで、民間企業においても経費の節減を企業活動を存続させ

る重要課題として実施してきているだけに、役場だけは別の考え方というのでは、

地域の信頼を得ることはできません。経費節減という場合、例えばそれは電気をこ

まめに消すというような小さなことから始まりますが、事業のうえでも、例えばこ

の間に改善した事業として、御代田駅から佐久市岩村田の路線バスの運行を、佐久

市と共同運行にすることにしたことで、浅間病院まで行かれるように利便性も向上

し、かつ、年間４００万円の経費節減になりました。また、町が維持管理をしてい

る浅間サンラインにつきまして、利用の実態としても町が管理することは妥当なも

のではないということで、県の管理に移管することを、私たちは粘り強く要望して

まいりましたが、このほど、県との間で合意に至り、今年じゅうに県の管理に移管

されることがほぼ決まりました。これによって、町の経費は約１億円の節減となり

ますが、こうした事業面での経費の節減ということも重要な課題となります。 

 また、よくいわれる、最小の経費で最大の効果を上げるということも重要で、そ

のためには、全職員が知恵と創意を生かして、事業に取り組む姿勢が求められます。

一般的に経費節減というと、それは何かケチケチやるという消極的な発想になりが

ちですが、必要なことには積極的な姿勢でしっかりと予算を組んで、それを実施す

る段階では町民益に適う大きな成果を上げることだと考えております。 

 さて、本定例会に提案いたします案件は、専決処分事項１２件、条例改正案３件、

事件案２件、補正予算案８件、報告２件の、計２７件であります。 

 専決処分事項の条例改正は、本年５月１日の人事院勧告により、６月の期末勤勉

手当を一般職にあっては０．２カ月、特別職・議員については、期末手当を０．１５

カ月を暫定的に引き下げる改正です。 

 他の専決処分事項の７件は、平成２０年度一般会計及び特別会計補正予算の専決

です。歳入につきましては、町税、地方交付税、国・県補助金などの額の確定、歳

出におきましては、事業完了によります事業費の確定に伴う補正であります。 

 条例改正の主なものは、昨年の人事院勧告により、職員の勤務時間を１日８時間

から７時間４５分に、１５分短縮する条例の一部を改正するものです。 

 事件案につきましては、浅麓環境施設組合の規約改正と、町道の新規認定８路線
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であります。平成２１年度一般会計補正予算の概要ですが、まず、歳入につきまし

ては、国及び県支出金では地域発元気づくり支援金事業の採択に伴います交付金や

妊婦検診の公費負担に伴います県補助金で９４７万円の増額、諸収入においては、

上宿区のあずまや、ベンチ等の設置に伴いますコミュニティー助成事業及び町民広

場芝生化工事の財源とするスポーツ振興くじ助成金の合計６１０万円の増額です。

また、町債では町民広場芝生化工事で予定していた３９０万円を減額し、歳入補正

額の合計は１，２０６万円の増額です。 

 歳出につきましては、人事異動等に伴う職員人件費及び臨時職員等の賃金の補正

のほか、上宿区に対するコミュニティー助成事業補助金１９０万円、妊婦検診の公

費負担を５回から１４回に増やしたことによります、妊婦乳児健康診査経費７７３

万円、国有林緩衝帯整備事業９７万円などで、今回の補正額９７９万円となります。 

 以上、歳入歳出の差額を予備費で調整し、補正額１，２０６万円の増額を行い、

歳入歳出予算総額を６６億６，９２６万円とする予算案であります。 

 特別会計の補正予算の主なものでは、国民健康保険事業勘定特別会計では、臨時

職員賃金など一般会計より組みかえによる増額補正、老人保健医療費特別会計では、

高額医療費及び返納金の増額補正、介護保険事業勘定特別会計補正予算では、人事

異動による職員人件費、修正申告に伴う保険料の還付金の計上、小沼地区簡易水道

事業特別会計では、水質検査業務の増額補正、御代田町簡易水道事業特別会計では、

小沼地区簡易水道事業特別会計への繰出金の計上、公共下水道特別会計では、浄化

管理センター水処理及び汚泥処理施設の増設にかかわる債務負担行為の計上、後期

高齢者医療特別会計では、制度改正に伴うシステム改修費用の計上によるものであ

ります。 

 報告事項につきましては、平成２０年度御代田町土地開発公社の事業報告と、平

成２０年度御代田町一般会計繰越明許費計算書の報告であります。 

 以上概要を申し上げましたが、詳細につきましてはそれぞれ担当課長が説明をし

ますので、よろしくご審議をいただき、原案どおりのご採決をお願い申し上げまし

て、議会招集のあいさつとさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） これより、議案を上程いたします。 

 

－－－日程第５ 議案第４０号 専決処分事項の報告について－－－ 
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〇議長（内堀千恵子君） 日程第５ 議案第４０号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古越敏男総務課長。 

（総務課長 古越敏男君 登壇） 

〇総務課長（古越敏男君） それでは議案書の３ページをお開き願いたいと思います。 

 議案第４０号について、ご説明申し上げます。 

        議案第４０号 専決処分事項の報告について 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、別紙専決処分書のとおり専決したの

で、同条第３項の規定により報告し、承認を求める。 

                         平成２１年６月２日提出 

                               御代田町長 

 ４ページをお開き願います。 

             専第５号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について、専決処分

する。 

                        平成２１年５月２８日専決 

                               御代田町長 

 ５月２８日に専決した理由でございますが、６月に支給する期末勤勉手当の支給

基準日が６月１日であるため、条例改正する場合には、支給基準日前に改正する必

要があるためでございます。 

 ５ページをお開き願いたいと思います。 

 一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について、ご説明申し

上げます。 

 この条例は、一般職の職員の給与に関する条例、御代田町特別職の職員で常勤の

もの等の給与に関する条例、議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の３本

をまとめたものでございます。いずれの条例も、６月に支給する期末勤勉手当を暫

定的に凍結するため、附則で改正しております。別表でご説明いたしますので、資

料番号１をご覧いただきたいと思います。よろしいでしょうか。 
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 人事院は、本年５月１日、国会内閣に対し、国家公務員に６月に支給される期末

勤勉手当に関し、引き下げの特例措置を勧告し、政府は、現下の社会情勢などを検

討を行い、５月８日の給与関係閣僚会議において実施することに決定しました。 

 また、同日付けで総務省公民部長より、各地方公共団体においても国の扱いを基

本として対応されたいとの通知があり、当町も人事院勧告に準じた条例改正を行っ

たものでございます。 

 最初に、一般職の職員の給与に関する条例ですが、一般職の職員、係長以下で

すが、期末手当が１．４０月から１．２５月に、０．１５月引き下げ、勤勉手当

が０．７５月から０．７０月の０．０５月の引き下げで、計２．１５月から１．９５

月の０．２０月の引き下げでございます。 

 次に、課長等補佐、課長ですが、期末手当が１．２０月から１．１０月に０．１０

月の引き下げ、勤勉手当が０．９５月から０．８５月の０．１０月の引き下げで、

計２．１５月から１．９５月の０．２０月の引き下げでございます。この引き下げ

による額は約７２０万円でございます。 

 次に御代田町特別職の職員で常勤のもの等の給与に関する条例ですが、期末手当

１．６０月から１．４５月の０．１５月の引き下げでございます。この引き下げに

よる額は、約２９万円でございます。 

 次に議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例ですが、期末手当１．６０月

から１．４５月の０．１５月の引き下げでございます。この引き下げによる額は、

約５６万円でございます。 

 総計約８０５万円でございます。 

 以上で、専決条例の説明を終わります。よろしくご審議のうえ、ご承認いただき

ますようお願い申し上げます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 
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 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４０号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４０号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第６ 議案第４１号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第６ 議案第４１号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） それでは、議案書の６ページをお願いいたします。 

 議案第４１号 専決処分の報告について、ご説明を申し上げます。 

 この専決処分につきましては、平成２１年度御代田町一般会計補正予算（第８号）

についてです。専決理由は、歳入につきましては各種の補助金、税、交付金、それ

から地方交付税等の確定によるものでございます。歳出につきましては補助金等の

確定による事業の調整及び確定によるものが主なものでございます。２１年の３月

３１日に専決をさせていただきました。 

 それでは予算の内容についてご説明をいたしますので、予算書の１ページをお願

いをしたいと思います。 

 平成２０年度御代田町の一般会計補正予算（第８号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ８，２７５万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、

それぞれ５４億４，２２４万２，０００円とする。 
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 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 （繰越明許費の補正）第２条 既定の繰越明許費の変更は、第２表繰越明許費補

正による。 

 それでは、内容につきまして資料ナンバー２をお開きいただきたいと思います。

資料ナンバー２でご説明をしたいと思います。 

 まず、歳入。１、町税。項１、町税。補正額１３０万円の減額でございます。個

人の現年度分で３５０万円、それから法人で確定申告等の増加によりまして１５０

万円の増額でございます。 

 項２、固定資産税。１，２６０万円の増額です。現年度分で徴収率が９６．８％

に上がったということで、１，０００万円の増額、滞納繰越分で２６０万円の増で

ございます。 

 ３の軽自動車税。５７万円の増でございます。徴収率の増でございます。 

 続きまして項４、町たばこ税、１２８万５，０００円の減額でございます。喫煙

本数の減少によるものでございます。 

 項６、都市計画税１１０万円の増額です。現年度分で７０万円の増額でございま

す。 

 項７、入湯税。１万１，０００円の減額でございます。入浴者の減少によるもの

でございます。 

 続きまして２の地方譲与税ですけれども、地方譲与税の２から７までの譲与税、

交付金等につきましては、額の確定によるものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 次のページの款の８、自動車取得税交付金。それから９の地方特例交付金につき

ましても、額の確定によるものでございます。 

 款１０、地方交付税。項１、地方交付税。補正額７，８２０万５，０００円で

ございます。これにつきましては、特別交付税の確定ということで、当初予算で

５，０００万円を盛ってありまして、額が確定したことによりまして７，８２０万

５，０００円の増でございます。 

 １１の交通安全対策特別交付金でございます。２万２，０００円の減で額の確定

でございます。 
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 １２の分担金及び負担金です。補正額で４８７万６，０００円の増額でございま

す。内容ですけれども、草越地区の畑総事業の地元負担金でございます。 

 １３の使用料及び手数料です。項１の使用料、１９６万８，０００円の増額でご

ざいます。主なもので保育園の使用料の１５８万３，０００円の増でございます。 

 それから２の手数料７６万７，０００円の増でございます。戸籍住民謄抄本等の

交付手数料等の増でございます。 

 それから１４の国庫支出金。項１の国庫負担金。２６４万２，０００円の減額で

ございます。主なものといたしまして、一番下の障害者自立支援給付国庫負担金

２８２万３，０００円の減額でございます。 

 項２、国庫補助金。３５４万３，０００円の増額でございます。主なもので、一

番下の公立学校施設整備費補助金３７４万円の増額でございます。 

 項３、委託金。１９万１，０００円の減額でございます。主なもので国民年金の

事務費１８万９，０００円の減額でございます。 

 款１５、県支出金。項１、県負担金。１４４万８，０００円の減額でございます。

主なもので、障害者自立支援給付県負担金、１３８万４，０００円の減額でござい

ます。 

 項２、県補助金。２５１万８，０００円の減額です。主なもので、乳幼児医療費

２３８万３，０００円の減額でございます。 

 次のページ、３ページをお願いいたします。 

 項３、委託金。５，０００円の増額でございます。これは人口動態事務でござい

ます。 

 款１６、財産収入。項１、財産運用収入。補正額で７１万１，０００円の減額で

ございます。各種基金等の確定によるものでございます。 

 １７の寄附金。項１の寄附金。２万５，０００円の増額でございます。これはふ

るさと創生寄附でございます。 

 １８の繰入金。項２の基金繰入金。２００万円の増額でございます。これは高額

療養費つなぎ資金貸付基金の繰入金２００万円でございます。 

 款１９、繰越金。項１、繰越金。１，０１０万円の減額でございます。これにつ

きましては、繰越明許費の関係でございまして、繰越明許費の２０年度の繰越明許

費ですけれども、既収入の特定財源補助災害復旧事業債１，０１０万円について、



１３ 

２０年度に繰越明許費の財源として繰り越さなければならなかったものが１９年

度収入としたため、今回の減額補正をお願いをするものでございます。既収入の特

定財源につきましても、本来はそれをもって２０年度に繰越をしなければならない

わけですけれども、実際にそれが１９年度の収入として既に処理がされていたとい

うことがございまして、今回減額補正ということでありまして、本来、専決でこの

補正をするべきことではないとは思うんですけれども、こういう事態が起きたとい

うことでございますので、ここで専決補正をさせていただきたいということですの

で、申しわけありません。よろしくお願いをしたいと思います。 

 それから項４、雑入。２５１万３，０００円の増額でございます。これにつきま

しては、市町村振興宝くじの交付金２２５万５，０００円でございます。 

 合計で補正額８，２７５万３，０００円で、補正後の予算額が５４億４，２２４

万２，０００円でございます。 

 次に４ページをお願いをいたします。 

 歳出でございます。 

 ２の総務費。項１の総務管理費。補正額で４４２万８，０００円の減額でござい

ます。これは各種のものがあるわけですけれども、主なもので広報文書費や通信費

等で１２５万１，０００円の減額でございます。 

 ３の戸籍住民基本台帳費。６２万円の減額でございます。消耗品、一般修繕料等

でございます。 

 款３の民生費。項１の社会福祉費。補正額で３，６１５万８，０００円の減額で

ございます。主なもので障害者自立支援給付費で４５２万９，０００円の減、それ

から後期高齢者医療給付費負担金４６６万１，０００円の減でございます。 

 項２、児童福祉費。補正額で７５７万６，０００円の減額でございます。主なも

ので乳幼児医療費６４６万７，０００円の減でございます。 

 款４の衛生費。項１の保健衛生費。補正額で９２万３，０００円の減でございま

す。主なもので個別排水の特別会計への繰出金、６９万５，０００円の減でござい

ます。 

 項２の清掃費。５７０万６，０００円の減額です。主なもので一般廃棄物処理委

託料、３７８万円の減額でございます。 

 款６、農林水産費。項１、農業費。補正額で２１万１，０００円の減額でござい
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ます。 

 次のページ、５ページをお願いいたします。 

 項２、林業費。補正額５１万円の減額でございます。内容のところに書いてある

とおりでございます。 

 それから項３、農地費。補正額２６９万円の減額でございます。国調等の委託料

等の減によるものが主なものでございます。 

 款７、商工費。項１、商工費。補正額で１９４万３，０００円の減額でございま

す。内容ですけれども、中小企業資金保証料の負担金１９４万３，０００円の減で

ございます。 

 款８、土木費。項１、土木管理費。補正額６１万１，０００円です。住宅新築資

金への繰出金の増額でございます。 

 項２、道路橋梁費。補正額６３３万５，０００円の減額でございます。これにつ

きましては、道路の維持補修の原材料、それから除雪の重機の借上料等でございま

す。 

 項４の都市計画費。補正額で６３１万１，０００円の減額でございます。内容で

すけれども、下水道特会への繰出金６３１万１，０００円の減ということで、使用

料負担金の増によるものでございます。 

 款９、消防費。項１、消防費。２４６万８，０００円の減額でございます。消耗

品、それから消防機材等の減額でございます。 

 款１０、教育費。項１、教育総務費。３５万円の減額でございます。私立幼稚園

への補助金の減額等でございます。 

 項２、小学校費。１３５万円の減額です。南北小学校のフリー会話ホン工事の減

額でございます。 

 項３、中学校費。３５万円の減額です。燃料費でございます。 

 項４、社会教育費。１７９万９，０００円の減額でございます。清掃とか夜間管

理委託料等の減額とそれから消耗品等の減額によるものでございます。 

 項５、保健体育費。補正額２５６万１，０００円の減額でございます。施設の修

繕料、それから委託料等の減額によるものでございます。 

 款１１、災害復旧費。項１、農林水産業施設災害復旧費。１００万円の減額でご

ざいます。これにつきましては、災害復旧工事費でございます。 
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 次の６ページをお願いをいたします。 

 １４の予備費でございます。予備費につきましては、歳入歳出を予備費１億

６，５４３万１，０００円の増で調整をさせていただきまして、予備費の補正後の

予算額で２億５，３４４万１，０００円ということになります。補正額で８，２７５

万３，０００円、補正後の予算額でトータルで５４億４，２２４万２，０００円で

ございます。 

 続きまして今度は予算書の７ページをお願いいたします。 

 第２表繰越明許費の補正でございます。繰越明許の補正でございます。一般会計

補正予算の第６号で第２表繰越明許費でお願いをいたしました子育て応援の特別

手当事業の補正でございます。 

 款２、民生費。項２、児童福祉費。補正前の額ということで９６５万１，０００

円、補正後の額ということで９６７万３，０００円、２万２，０００円の増額の補

正でございまして、これにつきましては、時間外勤務手当分の増額の補正でござい

ます。これにつきましては、国の景気対策等で直接お金がほぼ全額来ているという

ことの中で、最終的に繰越明許費の補正をこの専決でお願いをしたということでご

ざいます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 武井議員。 

（３番 武井 武君 登壇） 

〇３番（武井 武君） ３番、武井であります。 

 １点だけお聞かせください。 

 先ほどの繰越金、１，０１０万円ですか、説明、ちょっとわからなかったもので

すので、もうちょっとわかりやすく説明をしていただきたいのと、この予備費に１

億６，５００万円の補正ですけれども、なぜ基金なり何なりへの積立ができなかっ

たか。それとお聞かせください。 

〇議長（内堀千恵子君） 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 
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〇企画財政課長（内堀豊彦君） まず１点目ですけれども、繰越金が何でここで減額され

たかということについて、もう一度きちんと説明をしろということでございます。

災害復旧事業につきまして、繰越明許をさせていただきました。１９から２０につ

きまして。それで繰越をさせていただいて、それで災害復旧費の事業債という起債

を借りておりまして、これが１，０１０万円借りておりました。この起債につきま

して、本来既収入、もう既に入ってきた特定財源としてこれを次の年に繰越をしな

ければいけないということで、議会の方にお願いをしてありました。ところが、こ

こにきまして決算等いろいろお金のやり取りを見て調整をしている中で、既にこの

お金について２０年度ではなくて１９年度の会計の中にお金が入っていたと。それ

を入れて決算をしていたと。１９年度で。本来であれば、それをもって２０年度に

繰越をしていかなければいけないんですけれども、２０年度にお金が入っていたと

いうことで今回、本来は２０年度の収入として繰越として見なければいけないもの

が１９年度でもう既に入っていたということの中で、今回減額補正をさせていただ

いたということで、先ほど私の方から陳謝させていただきましたけれども、当初の

段階できちんと処置ができなかったことによって、この専決補正でこういうことが

起きてしまったということでございます。よろしいでしょうか。 

 それからあともう１点、何で基金に積まないのかということでございますけれど

も、いまのところ、予算上では、えっと済みません。 

〇３番（武井 武君） 当初予算では１億円積んであるんだよな。１億５，０００万円ぐ

らい、１億円ぐらいは余裕があるんだよな。 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） で、今回、予備費ということで、予備費に２億５，３４４

万４，０００円、これだけその予備費が出るのだから、基金等に積むべきじゃない

かということでよろしいでしょうか。 

 はい、これにつきましては、当初予算で繰越１億円見てありまして、残といたし

ましてその引き算をやった額と。これは実際には予算額ですので、決算の数字はま

だこれより伸びます、現実的には。そんなような状況なんですけれども、今回の経

済対策等がございまして、臨時議会をお願いをしたいということで、町長の方から

もうお話ありましたけれども、その財源として、臨時議会、それから９月と、やは

りやらなければいけないことが景気対策等で出てくる可能性があるということで、

今回、基金に積まないで繰越をさせていただいたということでございます。以上で
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す。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） はい、終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 ちょっと２点、お聞きしたいと思います。 

 まず、ページ、２５ページですけれども、２５ページの民生費の社会福祉費。説

明の方でいう、障害者自立支援給付費。先ほど説明では、国の負担、補助金とかが

減らされてきているわけですけれども、この減額の主な理由について、まず１点。

その利用、かなり自己負担が増えた中での利用を控えているというのがあるのかど

うなのかということをまずお聞きしたいわけですが。 

 次、２点目ですけれども、２８ページ、その次のページになります。これは児童

福祉総務費の中の乳幼児医療費であります。乳幼児医療費、当初予算では２，８７２

万円ほど積まれていたと思うんですけれども、２０年度においては小学１年生から

６年生まで引き上げに、対象年齢が引き上げになったわけですが、この医療費の引

き上げられたことによりまして、その医療費の伸びはどの程度だったのかをまず１

点、お聞きしたいと思います。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 ２５ページの障害者自立支援給付費の減額理由ということと、それから利用者が

どうだというお話でございますけれども、この給付費につきましては、７，１００

万円余りを当初予算で見込んでおりました。予算見積り時には新規利用者も見込ん

ではおりましたけれども、施設入所等の新規利用はありませんでした。必要な方は

必要な状況で使ってきているという現場では判断はしてございます。それから施設

入所者の長期入院等によりまして、施設の利用日数が減少したことも不用額が増え

た原因だと、こんなふうに考えております。 

 それからもう１点、２８ページの方の乳幼児医療費の６４６万７，０００円の大
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幅な減額のことについてでございますが、平成１９年度までは３歳未満児のみが２

割の自己負担でございましたけれども、平成２０年度からは３歳以上の就学前児童

までが従来の３割負担から２割負担となりました。これによりまして、就学前児童

の医療費の比較で、約５００万円減額になってございます。平成２０年度は町単独

事業で小学校６年生まで対象年齢を引き上げてございます。小学生の医療費は約

６５０万円でございますので、乳幼児、児童の医療費総額では、前年よりも１５０

万円ほど支出が増えたという状況でございます。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） それでは、先ほどのその障害者の件ですけれども、それについ

てはまあ新規の入所を見込んでいたけれども、それがなかったということの減額の

理由だったということですね。だからその利用が抑制されたというふうには担当課

ではとっていないということですね。 

 ２点目ですけれども、その乳幼児医療費の大幅な今回６４６万７，０００円とい

う減額になったわけですけれども、いまの説明だと、その自己負担分が２割、３割

の部分が２割のやつが年齢が引き上がった分での減額が主にあったということで

すね。小学校６年生までにしたけれども、そんなに増えなかったのではないのかな

というふうには思ったんですが、その２割の部分の負担のところでの５００万円と

いうのが大きいということの理解で。了解しました。 

 終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、挙手をお願いします。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４１号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 
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 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４１号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第７ 議案第４２号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第７ 議案第４２号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書の８ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 議案第４２号 専決処分事項の報告について、ご説明いたします。 

 ９ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）につ

いて。 

 平成２１年３月３１日専決いたしましたので、ご報告いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第２号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に変更はないものと

する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳入でございます。 

 款１、繰入金。項１、一般会計繰入金。補正額６１万１，０００円の増額でござ

います。これにつきましては、会計内で不足する額を一般会計より繰入をするとい

うものでございます。 

 款３、諸収入。項１、貸付金元利収入。６２万４，０００円の減額でございます。

返済が見込めない額の減額をお願いするというものでございます。 

 それから款４、県支出金。項１、県補助金。１万３，０００円の増額でございま
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す。これは事務費に対する県よりの補助がございますが、増額となったものという

ことでございます。 

 ３ページでございますが、歳出については財源変更のみということで、増減ござ

いません。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 武井議員。 

（３番 武井 武君 登壇） 

〇３番（武井 武君） ３番、武井であります。 

 住宅新築資金特別会計でございますけれども、町長、昨年におかれましては、町

長自ら個別訪問等をし、歳入増収に努めたというお話をされたわけでありますけれ

ども、今年はそういうことは町長、行わなかったのか、どういう方法で徴収をされ

たのか、お聞かせください。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） お答えします。 

 今年も滞納者については訪問を行いました。特に問題の多いところについて、訪

問活動を行ったということでありますが、大きな改善は見られませんでした。以上

です。 

〇議長（内堀千恵子君） 武井議員。 

〇３番（武井 武君） はい、終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 
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（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４２号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４２号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第８ 議案第４３号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第８ 議案第４３号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 議案書の１０ページをお願いいたします。 

 議案第４３号 専決処分事項の報告について 

 １１ページをお願いいたします。 

             専第８号 専決処分書 

 地方自治法１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるので、

平成２０年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）について、

専決処分する。 

                        平成２１年３月３１日専決 

                               御代田町長 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ５４０万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、そ

れぞれ１３億７，５３６万円とする。 

 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入
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歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 ２ページをお願いいたします。 

 歳入歳出予算補正で歳入でございます。 

 款１、国民健康保険税。項１、国民健康保険税。既定額から４７１万１，０００

円の減額であります。これにつきましては、現年課税分で２，１００万円余の減、

退職分で１，６００万円余の増という状況でございます。 

 款３、国庫支出金。項１、国庫負担金。療養給付費国庫負担金で１，５３７万円

の増。 

 項２、国庫負担金。普通調整交付金の減等で１，２８１万１，０００円の減であ

ります。 

 款４、療養給付費交付金。項１、療養給付費交付金。１６９万２，０００円の減

額であります。これは退職者医療給付費交付金が減額になったものでございます。 

 それから款５、前期高齢者交付金。項１、前期高齢者交付金。既定額から２０２

万３，０００円を減額するものでございます。これは項目のとおりでございます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金。５４万８，０００円の増額でございます。特

定健診等の負担金であります。 

 項２、県補助金。既定額から１，０９５万１，０００円を減額するものでありま

す。県の財政調整交付金であります。 

 款８、共同事業交付金。項１、共同事業交付金。既定額に１，１０９万３，０００

円を増額するものでございます。高額療養費と保険財政安定化の共同事業からの交

付金であります。 

 それから款９、財産収入。項１、財産運用収入。既定額に３９万８，０００円の

増額です。基金の利子でございます。 

 款１０、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額から２３６万７，０００円を減額

するもので、一般会計からの繰入金であります。 

 款１２、諸収入。項２、貸付金元利収入。既定額を全額減額するもの、２８万円

を減額するものでありまして、出産費貸付金の実績がなかったことによります。 

 ３ページをお願いいたします。 

 項３、受託収入。受託事業収入でございます。補正額は既定額から１１０万

９，０００円を減額するものであります。これは特定健診の受託費でございます。 
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 項４、雑入。既定額に３１３万円の増額をお願いするものでありますが、法第６４

条による第三者納付金でございます。 

 補正額合計が、減額の５４０万５，０００円で、歳入合計１３億７，５３６万円

となります。 

 ４ページをお願いいたします。 

 歳出であります。款１、総務費。項１、総務管理費。既定額から６万８，０００

円を減ずるもので、普通旅費の不用減でございます。 

 項２、徴税費。規定額から４６万４，０００円を減額するものでありまして、こ

れは通信運搬費の不用であります。 

 それから項３、運営協議会費。既定額から１０万８，０００円を減額するもので

ありますが、これは委員報酬等であります。 

 款２、保険給付費。項１、療養諸費。既定額から４，７０４万４，０００円を減

額するものです。これは一般被保険者の医療費給付費等でございます。 

 それから項２、高額療養費。既定額から３３９万９，０００円を減額するもので

す。これは退職被保険者の高額療養費等であります。 

 項３、出産育児一時金でございますが、既定額から１６０万円を減額するもので

あります。 

 項４、葬祭諸費。既定額から２８万円を減額するものであります。これも葬祭給

付費であります。 

 それから款３、後期高齢者支援金等。項１、後期高齢者支援金等でございますが、

これと、それから前期高齢者納付金等、款５の老人保健拠出金、それから介護納付

金につきましては、財源変更でございます。 

 款７、共同事業拠出金でございます。項１、共同事業拠出金。既定額から１，０００

円を減額いたします。退職者医療の共同事業であります。 

 款８、保健事業。５ページをお願いいたします。項１、特定健診等事業費。既定

額から２１万１，０００円を減額するもので、これは通信運搬費等であります。 

 項２、保健事業。既定額から２５７万円を減額するもので、人間ドック補助金等

でございます。 

 款１１、諸支出金でございますが、項１、償還金及び還付加算金でございます。

既定額から１００万円を減額するもので、これは国庫への返還金でございます。 
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 款１２の予備費でございますが、既定額に５，１３４万円を増額するものであり

ます。補正額の合計が５４０万５，０００円を減額いたしまして、歳出総額１３億

７，５３６万円とするものでございます。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 １点お聞きいたします。 

 ２０年度の国保の補正予算でありますけれども、新年度予算のときにはまだ２月

３月の医療費というのが確定していないというところでの繰越金が８，０００万円

ほどというようなお話がございました。そういう中で今回の補正である程度税が確

定、会計自体が確定してきて、今回、医療費が国保税の方が４７１万円がマイナス

でしたけれども、医療費がかなり５，２３２万円と減額になったことによって、積

立、予備費の方に５，１３４万円が積み立てられたということで、これが翌年度の

繰越になっていくのではないかなということで、現在のその基金残高と、この国保

会計の状況についてをちょっとお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 ２０年度の国保会計の決算見込みをもとに、いまのご質問にお答えをしたいと思

います。 

 前年比、歳入が微増、歳出が減少になっておりますのは、被保険者が減少したこ

とによります。これは７５歳以上の後期高齢者が国保から離脱をしてございますの

で、被保険者が減少してはおります。この減少があったにもかかわりませず、医療

費は２．７％上昇しております。ですから、国保会計の状況の中で、医療費の適正

化が進んだという状況にはまだなってきておりません。単年度収支では２０年度は

約１億１，０００万円余りの繰越となる見込みでございます。１９年度の積立が
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２，０００万円、基金積立が２，０００万円と、繰越金が８，０９０万８，０００

円。約１億１００万円の実質的な繰越と比較をいたしますと、約９００万円程度、

若干の黒字決算となる見込みでございます。 

 歳入では、ご指摘のように、国保税の収入の落ち込み、それに伴う国・県の調整

交付金の減額、歳出では医療費の増大という痛手があったわけでございますけれど

も、これにもかかわらず、前期高齢者交付金、これが２億円近く交付されておりま

して、これによって単年度収支はトントンの状況になってきております。 

 この前期高齢者の交付金の関係につきましては、この前期高齢者の人数は医療保

険制度の保険者ごとに異なるために、各保険者の加入者数に応じて、保険者間の負

担の不均衡を調整するためのものでございます。現在、町の国保は加入者数が多い

ため、交付金が多く交付されている状況にございますけれども、この交付金の負担

が、他の各保険者の会計を圧迫する状況にもなってきておりまして、保険者が破綻

をするというような状況も、今後視野に入れていかなければいけないのではないか

と。そうすると、継続してこの交付金が交付されるかは、まだ予断を許さない状況

だと、こんなふうに考えております。 

 ２０年度末の基金残高でございますけれども、６，６５７万円でございます。で

すが、この額ですと新型インフルエンザの、まだ私どもの方へは来ておりませんけ

れども、パンデミックが起きたら、１回で軽く吹き飛ばされてしまう程度の額では

ないかというふうに考えております。 

 平成２１年度は、国・県補助金の交付状況や医療費の進捗状況等を、これ新型イ

ンフルエンザ秋以降ちょっと心配されるところなんですけれども、それらを勘案し

て基金の積立について増額を検討してまいりたいと、こんなふうに考えております。

ですから、まだ国保会計自体は国保税を下げられる状況とかそういった状況にはご

ざいません。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 
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 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４３号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４３号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 この際、暫時休憩といたします。 

（午前１１時１４分） 

（休  憩） 

（午前１１時２７分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第９ 議案第４４号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第９ 議案第４４号 専決処分事項の報告についてを議題

といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） 議案書の１２ページをお願いいたします。 

 議案第４４号 専決処分事項の報告についてでございます。 

 １３ページをお願いいたします。 

             専第９号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、平成２０年度御代田町老人保健医療特別会計補正予算（第４号）について、専

決処分する。 

                        平成２１年３月３１日専決 
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                               御代田町長 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の老人保健医療特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ１２４万６，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、そ

れぞれ９，８４１万６，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方自治法１７９条第１項の規定により、専決処分する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入であります。 

 款２、国庫支出金。項１、国庫負担金。既定額に６２万６，０００円を増額補正

するものであります。これは過年度分の負担金等でございます。 

 款３、県支出金。項１、県負担金。既定額に１２万６，０００円増額補正をする

ものでございます。医療費負担金でございます。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金でございます。既定額から３５８万９，０００

円を減額するものでございます。 

 款６、諸収入。項１、延滞金及び加算金でございます。実績がございませんでし

たので、全額減額するものでございます。これは不正利得徴収金に係る延滞金及び

加算金であります。 

 項２、雑入。既定額に１５９万３，０００円を増額するものでございまして、こ

れは第三者納付金でございます。 

 補正額の合計が、１２４万６，０００円の減額で、補正後の歳入合計は９，８４１

万６，０００円となります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。既定額から２５万３，０００円を減額いたし

ます。消耗品費等であります。 

 項２、医療諸費。項１、医療諸費。既定額から８８万９，０００円を減額するも

のでございます。これは医療給付費でございます。 
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 款３、諸支出金。項１、償還金。既定額から１０万１，０００円を減額するもの

でございます。これは償還金、還付金等であります。 

 款４、予備費。既定額から３，０００円を減額するものでございます。 

 補正額の合計が１２４万６，０００円の減で、歳出合計は９，８４１万６，０００

円とするものでございます。 

 以上でございます。ご承認のほどをお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４４号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４４号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１０ 議案第４５号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１０ 議案第４５号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の１４ページをお願いいたします。 
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 議案第４５号 専決処分事項の報告についてでございます。 

 １５ページをお願いいたします。 

             専第１０号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、平成２０年度御代田町介護保険事業特別会計補正予算（第５号）について、専

決処分する。 

                        平成２１年３月３１日専決 

                               御代田町長 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第５号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ１，７１６万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、

それぞれ９億６９８万９，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入であります。 

 款１、保険料。項１、介護保険料。規定額から１４５万円を減額するものでござ

います。収納率が見込みまで達しなかったことによる減額でございます。 

 款４、国庫支出金。項１、国庫負担金。規定額から１３２万４，０００円を減額

するものでございます。この国庫負担については、一部の精算が２１年度となるた

めに減額するものであります。 

 項２、国庫補助金。既定額から４８６万３，０００円を減額するもので、これは

交付額の確定によるものでございます。 

 款５、支払基金交付金。項１、支払基金交付金。既定額から４７３万７，０００

円を減額するもので、交付額の確定によるものでございます。 

 款６、県支出金。項１、県負担金。既定額から５万８，０００円を減額するもの

で、これも交付額の決定によるもの、確定によるものです。 
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 項２、財政安定化基金支出金。これは借入を行いませんでしたので、全額を減額

するものであります。 

 項３、県補助金。既定額から４万３，０００円を減額するもので、障害者ホーム

ヘルプサービスが見込額を下回ったことによるものであります。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額から４６８万７，０００円を減額す

るもので、町負担額の確定により、一般会計繰入金を減額するものであります。 

 それから款１０、諸収入。項３、雑入。これにつきましては、第三者納付等が実

績がございませんでしたので、全額を減額するものであります。 

 補正額の総額が１，７１６万７，０００円を減額いたしまして、歳入合計が９億

６９８万９，０００円とするものであります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務費。既定額から１４４万２，０００円を減額するもの

でございまして、事業費確定による不用減であります。 

 款２、保険給付費。項１、保険給付費。既定額から１，４４３万円を減額するも

ので、居宅それから施設サービスともに見込みを下回りましたので、この不用減を

減額するものであります。 

 款４、地域支援事業費。項１、介護予防事業費。これにつきましては、財源変更

でございます。 

 項２、包括的支援事業任意事業費でございますが、既定額に４万８，０００円を

増額するものです。賃金を他の事業からつけかえによる不足額を計上したものであ

ります。 

 款８、予備費でございますが、既定額から１３４万３，０００円を減額するもの

であります。 

 補正総額が１，７１６万７，０００円を減額いたしまして、歳入歳出合計が９億

６９８万９，０００円とするものでございます。 

 以上でございます。ご承認をお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４５号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４５号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１１ 議案第４６号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１１ 議案第４６号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の１６ページをお願いいたします。 

 議案第４６号 専決処分事項の報告についてでございます。 

 １７ページをお願いいたします。 

             専第１１号 専決処分書 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、議会を招集する暇がないと認めるの

で、平成２０年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）についてを

専決処分する。 

                        平成２１年３月３１日専決 

                               御代田町長 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）は、次に定
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めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ２９万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ９，１３５万２，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により、専決処分する。 

 ２ページをお願いいたします。 

 第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款１、後期高齢者医療保険料。項１、後期高齢者医療保険料。目内での特徴と、

普通徴収の増減により、項の補正額は０となってございます。 

 それから款２、使用料及び手数料。項１、手数料。既定額から６，０００円を減

額するものでございまして、納付証明書等の実績がなかったことによるものでござ

います。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金。既定額から４２万２，０００円を減額す

るもので、事務費、それから人間ドックにかかる交付金等が確定したことによりま

す。 

 款６、諸収入。項１、延滞金、加算金及び過料。既定額から３，０００円を減額

するものであります。 

 項２、償還金及び還付加算金。これは実績がございませんので、全額を減額する

ものであります。 

 項５、雑入。既定額に１５万８，０００円を増額するもので、特別調整交付金で

あります。 

 款８、広域連合支出金。項１、広域連合支出金。既定額から２万円を減額するも

ので、額の確定によります。 

 補正額の総額が２５万９，０００円の減で、歳入歳出合計が９，１３５万２，０００

円とするものでございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。既定額から１万１，０００円を減額するもの

で、印刷製本費の不用減であります。 
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 項２、徴収費。これは財源変更でございます。 

 款２、後期高齢者医療広域連合納付金。項１も同じでございます。これも財源変

更でございます。 

 款４、予備費。既定額から２万３，０００円を減額するものであります。 

 款５、保健事業費。項１、健診事業費。既定額から１万円を減額するもので、消

耗品等の不用減であります。 

 項２、保健事業費。既定額から２５万円を減額するもので、人間ドック補助金の

不用減でございます。補正総額が２９万５，０００円の減で、歳出合計は９，１３５

万２，０００円とするものでございます。 

 以上であります。ご承認をお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４６号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４６号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１２ 議案第４７号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１２ 議案第４７号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の１８ページをお願いいたします。 

 議案第４７号 専決処分事項の報告について、ご説明いたします。 

 平成２０年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）について、平成

２１年３月３１日専決しましたので、ご報告いたします。 

 予算書の１ページをお開き願いたいと思います。 

 平成２０年度御代田町の御代田町簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ２，５３７万７，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、

それぞれ９，３３５万３，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。４０万円の減額でございます。これは

収入見込みの精査による減額でございます。 

 款２、分担金及び負担金。項１、負担金。２０７万４，０００円の増額でござい

ます。新規加入金の増によるものでございます。 

 款３、財産収入。項１、財産運用収入。補正額１２万１，０００円の減額でござ

います。預金利子の利率の見込みの減ということでございます。 

 款４、繰入金。項２、基金繰入金。補正額２，７００万円の減額でございます。

当初、配水池の緊急遮断弁設置等大型事業の財源として、基金の取り崩しを考えて

おりましたが、工法の再検討等によりまして、大幅に事業費を縮減することができ

ました。そのために繰入を必要としなくなったことによる減額でございます。 

 それから款６、諸収入。項１、延滞金及び過料。補正額７万円でございます。延

滞金の収入の増によるものでございます。 

 ３ページをお開きいただきたいと思います。歳出でございます。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。２４４万７，０００円の減額でございます。

事業確定による減ということでございます。 

 それから項２、施設管理費。５６０万円の減額でございます。修繕費等が主でご
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ざいますが、事業確定による減ということでございます。 

 款２、建設改良費。項１、建設改良事業費でございますが、財源変更のみという

ことで、補正はございません。 

 款４、諸支出金。項１、基金費。２，６５７万３，０００円の減額でございます

が、これにつきましては、財源の関係から基金への積立ができないということにな

ったものでございます。 

 款５、予備費。項１、予備費。９２４万３，０００円でございますが、事業確定

によるものでございます。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４７号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４７号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１３ 議案第４８号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１３ 議案第４８号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 
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 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の２０ページをお願いいたします。 

 議案第４８号 専決処分事項の報告について、ご説明いたします。 

 ２１ページでございます。 

 平成２０年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）につい

て、平成２１年３月３１日専決しましたので、ご報告いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ２５万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞ

れ１億２，３８７万１，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。補正額５０万円でございます。これは

収入の増によるものでございます。 

 それから款３、財産収入。項１、財産運用収入。２４万３，０００円の減額でご

ざいます。これは預金利子の利率の見込みの減ということでございます。 

 それから３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。３２４万１，０００円の減額でございます。

これは事業確定による減額でございます。 

 項２、施設管理費。１２５万２，０００円の減額でございまして、修繕費等が主

でございますが、確定による減額でございます。 

 款４、諸支出金。項１、基金費。これは財源変更でございます。 

 それから予備費でございますが、４７５万円の増としておりまして、事業確定に

よるものでございます。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 



３７ 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４８号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４８号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１４ 議案第４９号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１４ 議案第４９号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書の２２ページをお願いいたします。 

 議案第４９号 専決処分事項の報告について、ご説明いたします。 

 ２３ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）について、平

成２１年３月３１日専決しましたので、ご報告いたします。 

 予算書の１ページをお開きいただきたいと思います。 

 平成２０年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第５号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ３８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ７億３８３
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万円とする。 

 （地方債の補正）第２条 既定の地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款１、分担金及び負担金。項１、負担金。補正額１，０３０万円の増額でござい

ます。これにつきましては、受益者負担金の一括納入者等の増によるものでござい

ます。 

 それから使用料及び手数料。使用料でございますが、３４８万円の増でございま

す。有収水量の増によるものとなっております。 

 それから繰入金。他会計繰入金でございますが、６１４万１，０００円の減額で

ございまして、自前での収入増によって、一般会計からの繰入を減とするものでご

ざいます。 

 それから諸収入。延滞金及び過料。８９万円の増でございます。延滞金の収入増

によるものでございます。 

 それから雑入。これにつきましては、消費税の還付が受けられなかったことによ

るものでございまして、５８４万９，０００円の減額ということでございます。 

 それから町債でございますが、２３０万円の減。事業確定による起債の減額でご

ざいます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございますが、款１、土木費。項１、都市

計画費。６３６万円の減額でございまして、主に維持工事費でございます。事業確

定による減ということでございます。 

 それから款２、公債費。項１、公債費でございます。１２６万円の減額でござい

まして、起債償還の関係でございます。事業確定による減ということでございます。 

 それから予備費でございますが、８００万円ということで事業確定によるもので

ございます。 

 それから４ページをお願いいたします。地方債の補正でございます。 

 起債の目的 公共下水道事業。補正前の限度額６，５５０万円を、補正後限度額

６，３２０万円とする変更でございます。 

 起債の方法、利率、償還方法等につきましては、従前と同じでございます。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 



３９ 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第４９号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第４９号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 

－－－日程第１５ 議案第５０号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１５ 議案第５０号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） 議案書の２４ページをお願いいたします。 

 議案第５０号 専決処分事項の報告について、ご説明いたします。 

 ２５ページですが、平成２０年度御代田町農業集落排水事業特別会計補正予算

（第４号）について、平成２１年３月３１日専決しましたので、ご報告いたします。 

 それでは予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の農業集落排水事業特別会計補正予算（第４号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、
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それぞれ２５万円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ５，８５７

万７，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款２、繰入金。項１、他会計繰入金。２６万円の減額でございまして、事業確定

により、一般会計からの繰入を減額するものでございます。 

 諸収入。１の雑入でございます。８，０００円の増額でございまして、金抜設計

手数料の収入によるものでございます。 

 それから延滞金及び過料。２，０００円の増額でございまして、延滞金が発生し

て、その収入によるものということでございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、農林水産業費。項１、農地費。２５万円の減額でございますが、維持管理

経費でございまして、事業確定による減でございます。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第５０号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第５０号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 



４１ 

－－－日程第１６ 議案第５１号 専決処分事項の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１６ 議案第５１号 専決処分事項の報告についてを議

題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは議案書２６ページをお開き願いたいと思います。 

 議案第５１号 専決処分事項の報告について、ご説明をさせていただきます。 

 ２７ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計補正予算（第１号）に

ついて、平成２１年３月３１日専決しましたので、ご報告いたします。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町の個別排水処理施設整備事業特別会計補正予算（第１号）

は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額から、歳入、歳出、

それぞれ６０万５，０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ１，１４１万９，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございます。 

 款１、使用料及び手数料。項１、使用料。１１万３，０００円の減額でございま

す。有収水量の減によるものでございます。 

 繰入金。項１、他会計繰入金でございまして、６９万５，０００円の減額でござ

います。事業確定により、一般会計からの繰入を減額するものでございます。 

 それから繰越金。項１、繰越金でございまして、２０万３，０００円。これは前

年度よりの繰越金ということでございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、衛生費。項１、清掃費。２０万５，０００円の減額でございます。 

 それから予備費。４０万円の減額でございまして、それぞれ事業確定によるもの

でございます。 

 以上でございます。ご承認いただきますよう、よろしくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 



４２ 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第５１号を採決いたします。 

 本案は原案のとおり承認することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第５１号 専決処分事項の報告については、原案のとおり承認する

ことに決しました。 

 昼食のため、休憩いたします。 

 午後は１時３０分より再開いたします。 

（午後１２時０５分） 

（休  憩） 

（午後 １時３０分） 

〇議長（内堀千恵子君） 休憩前に引き続き、本会議を再開いたします。 

 

－－－日程第１７ 議案第５２号 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び 

   一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１７ 議案第５２号 職員の勤務時間及び休暇等に関す

る条例及び一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案についてを

議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 古越敏男総務課長。 

（総務課長 古越敏男君 登壇） 



４３ 

〇総務課長（古越敏男君） それでは議案書の２８ページをお開き願います。 

 議案第５２号について、ご説明申し上げます。 

 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例案について 

 職員の勤務時間及び休暇等に関する条例及び一般職の職員の給与に関する条例

の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。 

                           平成２１年６月２日 

                               御代田町長 

 ２９ページをお出し願いたいと思います。 

 条例改正前に改正経過等について若干ご説明いたします。 

 昨年の８月１１日、人事院勧告の中に、勤務時間に関する勧告がありました。内

容は、近年の民間企業の所定労働時間の状況に鑑み、職員の勤務時間を１日８時間

から７時間４５分、１週４０時間から３５時間４５分に改定し、２１年４月１日実

施との内容でありましたが、当町は、県、県内及び近隣市町村の動向を見るという

ことで、本年４月１日の実施を見合わせてきておりました。国家公務員については、

２１年４月１日から実施、長野県内の状況は、８０市町村中２２市町村が本年４月

１日から実施しました。うち、佐久広域管内においては、小諸市、小海町を除く南

佐久郡の町村が実施済みでございます。県においては、本年６月、県会において提

出、年内実施との予定でございます。また、佐久地方事務所長からは、早期に実施

との意見もございました。 

 当町では本年１月現在、町内ミネベアほか９社の勤務時間を調査いたしました。

１日８時間が４社、７時間４５分が１社、７時間３０分が５社でございました。 

 また、本年２月１日から１０日間、５時１５分から５時半までの来庁者と電話の

件数を調査いたしました。この調査は、役場、保健福祉課、教育委員会の事務所で

ございます。その３カ所の来庁者が１０日間で１０名であり、１日１人、電話件数

が２９件、１日当たり２．９件でございました。 

 それでは、条例の内容についてご説明いたします。 

 ２９ページ及び資料番号３をご覧いただきたいと思います。 

 改正の内容説明は資料ナンバー３でご説明いたします。なお、実施については、

平成２１年４月１日からでございます。 



４４ 

 それでは資料ナンバー３、職員の勤務時間及び休暇等に関する条例新旧対照表で

ございます。 

 左側が新、右側が旧でございます。 

 まず、勤務時間等でございます。第２条 旧では１週４０時間でございますが、

３８時間４５分ということで、１週間につき１時間１５分の短縮でございます。 

 ２条の２でございますが、再任用、短期短時間勤務職員。これは「１６時間」が

「１５時間３０分」「３２時間」が「３１時間」でございます。当町においては、

再任用、短時間職員は現在おりません。休息時間でございますが、「８時間」を超

える場合には休息時間を与えるというのが「７時間４５分」で、１５分短縮したも

のでございます。 

 次に非常勤勤務職員の勤務時間でございますが、「８時間」が「７時間４５分」

でございます。 

 続きまして一般職の職員の給与に関する条例の新旧対照表でございますが、時間

外勤務手当等の関係でございます。これにつきましても、第２２条第２項 「８時

間」を「７時間４５分」、１５分短縮するものでございます。 

 以上で、条例改正の説明を終わります。よろしくご審議のうえ、ご採択いただき

ますよう、お願い申し上げます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１８ 議案第５３号 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を 

                      改正する条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１８ 議案第５３号 御代田町福祉医療費給付金条例の

一部を改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 



４５ 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の３０ページをお願いいたします。 

 議案第５３号 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案につい

て 

 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案を、別紙のとおり提出す

る。 

                         平成２１年６月５日提出 

                               御代田町長 

 これにつきましては、先に長野県福祉医療費給付事業検討会において検討がなさ

れ、平成２１年度から、受給者負担金を１レセプト当たり３００円から５００円に

引き上げるという結果になり、県は、平成２１年３月に交付要綱を改正し、平成

２１年１０月から受給者負担金を１レセプト当たり現在の３００円から５００円

に引き上げることを決定しました。これを受けて、町でも条例を改正するものであ

ります。 

 次の３１ページをお願いいたします。 

 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案 

 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を次のように改正する。 

 第６条第７号中、「３００円」を「５００円」に改める。 

 改正の内容は、資料番号４の新旧対照表をご覧をいただきたいと思います。 

 附則 適用期日 この条例は平成２１年１０月１日以降に行われる療養の給付

等から適用する、というものでございます。 

 なお、長野県衛生部によりますと、平成１４年から１９年までの５年間での給付

費の伸びは、１１億円余り、３６％に上り、将来的に存続できる施策とするために

も、やむを得ない措置であると。この見直しにより、県市町村の効果は、それぞれ

３億円と見込まれる、ということでございます。 

 当町におきましても、小学生の町単独事業による受給者の増加、障害者手帳所持

者の増加、１人親家庭の増加等により、平成２０年度の支払事務手数料は、レセプ

ト件数２万９，４１９件、６４４万２，７６１円で、平成１９年と比較しますと、

レセプト件数で３，７３５件、約８２万円の負担増となっております。仮に、平成

２０年度の受給者負担金を５００円として考えますと、１件につき２００円の町負



４６ 

担減となりますので、レセプト件数２万９，４１９件では５８８万３，８００円の

負担軽減となるという状況でございます。 

 ちなみに、平成２１年度、２１年４月現在の対象者数でございますが、就学前の

乳幼児が８２３人、小学校の児童が６４９人、合計で１，４７２人。障害を持たれ

た方の関係が５１４人、母子が３１０人、父子が２２人という状況でございます。 

 よろしくご審議のうえ、お認めをいただきますようお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 いま、担当課長の方から詳しくその３００円が５００円に上がる分の、町の、町

とすれば負担が軽くなる、町民にとっては負担が増になるわけですね。医療費とし

て。それが５８８万円という、約、がおっしゃられたわけですけれども、そこでち

ょっと１つお聞きしたいのは、町は先ほども乳幼児医療費分として１５０万円ほど

浮いたという、ま、浮いたというか、予想していたよりも１５０万円ほど医療費が

かからなかった、というのは、国の制度なり県の制度なりで、就学前までが県は無

料化してきて、それから国は、医療費が３割負担を２割にしているという中で、町

とすれば、かなり医療費が安くなっているわけですね。 

 そこで、１点。この福祉医療、今回の値上げにとっては本当に逆行することだと

いうことで、県でも批判が、議会の方でも出ていることは出ているんですけれども、

町としてこの３００円から５００円、自己負担が増えるわけですが、これ、この負

担を求めた部分として、その浮いた５８０万円で更に年齢の引き上げ、もしくは御

代田町はその乳幼児医療費については所得制限を設けているわけですけれども、こ

の点を改善する考えというものはあるでしょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 茂木町長。 

（町長 茂木祐司君 登壇） 

〇町長（茂木祐司君） ただいまご指摘の点ですけれども、確かに利用者に負担が増える

ということでありますけれども、これは県の方で決めたことでありますので、これ
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は県の決定に従うという点では、やむを得ない判断だと思っております。 

 ただ、いまのご指摘の中で、それによって町の拠出する予算が軽減されたという

ご指摘ですけれども、この点については、もうちょっとよく調べまして、それでそ

れが何かほかの福祉なりの対策として回せるものであるのかどうなのかというこ

とは、いまちょっとここではまだ何ともお答えできませんが、その内容について、

もうちょっと検討させていただいて判断してまいりたいと、このように考えており

ます。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） いま、町長もおっしゃられたように、町にとっての支出が、こ

の制度改正によって出てきたものであれば、この福祉医療費の部分で還元していけ

ないかということなので、是非、検討していただきたいなというふうに思います。

終わります。 

〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第１９ 議案第５４号 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する 

                          条例案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第１９ 議案第５４号 御代田町保育料徴収条例の一部を

改正する条例案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小平嘉之町民課長。 

（町民課長 小平嘉之君 登壇） 

〇町民課長（小平嘉之君） それでは議案書の３２ページをお開きください。 

 議案第５４号 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例案について、ご説

明をいたします。 

 次のページもお願いいたします。 

 御代田町保育料徴収条例の一部を、次のように改正する。 

 表３条の別表中、左の欄、真ん中の欄については変更がございません。一番右の
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欄の徴収金額表に定める額の×「１０分の１」を下欄の「０」に改めるものでござ

います。 

 また、附則といたしまして、この条例は公布の日から施行し、平成２１年４月１

日から適用するものです。 

 今回の改正条例につきましては、国の保育料月額徴収基準表の変更で、兄弟姉妹

のいる家庭の保育料軽減措置としまして、３人目以降の子どもに対し、いままでは

徴収基準表に定める額の１０分の１の保育料だったところが、３人目以降を今回無

料とする改定でございます。 

 資料番号５をご覧いただきたいと思います。左のページに記載したものが改正前、

右のページが改正後の基準表になります。備考欄の一番下の行の太枠で囲まれた部

分についての変更でございます。 

 よろしくご審議のほどをお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２０ 議案第５５号 浅麓環境施設組合規約の変更について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２０ 議案第５５号 浅麓環境施設組合規約の変更につ

いてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 小平嘉之町民課長。 

（町民課長 小平嘉之君 登壇） 

〇町民課長（小平嘉之君） それでは議案書の３４ページをお開きください。 

 議案第５５号 浅麓環境施設組合規約の変更について 

 浅麓環境施設組合規約の一部を、別紙のとおり変更することについて、地方自治

法第２９０条の規定により、議会の議決を求める。 

 この変更につきましては、浅麓クリーンセンター、焼却場でございますが、の施
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設の廃止に伴い、浅麓環境施設組合規約の不用となった条文を削除するものでござ

います。浅麓クリーンセンターにつきましては、可燃ごみを処理するため、御代田

町と小諸市の共同で、小諸市南ヶ原に焼却施設を建設し、昭和６３年４月より運転

を開始いたしましたが、平成１４年１１月末をもって運転を停止し、閉鎖をいたし

ました。平成１９年度より施設の解体工事に着手し、平成２０年７月解体工事が完

了して、現在更地となっております。浅麓クリーンセンターに係る条文が不用とな

ったため、規約の改正でございます。 

 次のページと資料ナンバー６についても、一緒にご覧いただきたいと思います。

まず、３条の章中でございますが、（２）の「ごみ処理施設の設置及び管理運営に

関すること」と、右の欄の「小諸市」と「御代田町」を削除し、下表のとおり（３）

の「下水道汚泥処理施設の管理運営に関すること」を（２）と改めるものでござい

ます。 

 続いて第１１条２項でございますが、３条同様に不用となった２号を削り、３号

を２号に改めるものでございます。 

 附則としまして、この規約につきましては平成２１年８月１日より施行する。 

 この件につきましては、浅麓クリーンセンターを廃止したことで、浅麓環境施設

組合から協議があり、一部事務組合を組織する地方公共団体の議会の議決を求めら

れたものです。 

 よろしくご審議をお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 本案は討論を省略し、直ちに採決に付したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認め、議案第５５号を採決いたします。 
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 本案は原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

 挙手、全員であります。 

 よって、議案第５５号 浅麓環境施設組合規約の変更については、原案のとおり

決しました。 

 

－－－日程第２１ 議案第５６号 町道の路線認定について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２１ 議案第５６号 町道の路線認定についてを議題と

いたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書３６ページをお開きいただきたいと思いま

す。 

 議案第５６号 町道の路線認定について、ご説明をいたします。 

 ３７ページをお開きいただきたいと思います。これに路線の詳細について示して

おりまして、また資料番号７で路線の位置につきまして示させていただいておりま

す。両方合わせてご覧をいただきたいと思います。 

 今回の認定は、８路線ありまして、第１番目としまして、塩野区内線、これにつ

きましては、町長、先ほどの招集のあいさつでも触れておりましたが、浅間サンラ

インの管理一元化、県で管理を一元化するということに伴います県道昇格の代替路

線の認定を行うものでございまして、塩野集落内の現在の県道を町道として管理す

るということになるものでございます。時期としましては、切りかえの時期としま

しては、県では１０月ごろを予定しているということでございまして、ここで町道

の認定を行いましても、上位の県道の認定は外れておりませんので、今後も引き続

いて、切りかえられるまでは県の方の管理ということになるというものでございま

す。 

 この浅間サンラインにつきましては、上田から軽井沢までの広域農道としまして、

通称「浅間サンライン」と呼ばれておりますが、現在、日交通量１万台を超える幹

線道路となっております。しかし、それにもかかわらず、小諸市と御代田の一部に
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つきましては、市町村道という管理をしておりました。大半を占める上田市、東御

市、軽井沢町分は、既に県道となっておりましたので、県による維持管理の一元化

が強く求められていったということでございます。しかし、農政予算も投入されて

いるということがネックとなりまして、長い間議論をされてまいりました。交通量

の多さからくる舗装の損傷等激しいものでありまして、財政面でも市町村では限界

があるということ、それから利用者からも、効率的な維持管理を望む声が多く寄せ

られていたということもございまして、このたび全線県道化ということが実現する

運びとなったものでございます。 

 あと、三ツ谷区内２号線、それから東台１７号線、東台１８号線、東台１９号線、

向原３０号線、向原３１号線、向原３２号線、この７路線につきましては、沿線の

宅地化が進んで、町道として管理することが望ましいと判断をし、認定をするもの

でございまして、合わせて８路線について、道路法第８条第２項の規定により、議

会にお諮りをするものでございます。 

 よろしくご審議をいただきまして、ご承認いただきたいと思っております。よろ

しくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２２ 議案第５７号 平成２１年度御代田町一般会計補正予算案 

                             について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２２ 議案第５７号 平成２１年度御代田町一般会計補

正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の３８ページをお願いいたします。 
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 議案第５７号 平成２１年度御代田町一般会計補正予算案について、ご説明を申

し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ１，２０６万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、

それぞれ６６億７，１５３万９，０００円とする。 

 ２、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳

入歳出予算の金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

 （地方債の補正）第２条 地方債の変更は、第２表地方債補正による。 

 資料番号８をお願いをしたいと思います。資料でご説明をいたします。 

 平成２１年度一般会計補正予算（第１号）、歳入です。 

 款１の町税から、２ページの款１１の交通安全対策特別交付金までは、補正はご

ざいません。 

 ２ページをお願いいたします。１２の、款１２、分担金及び負担金。項１の負担

金。補正額７万５，０００円。農地災害復旧工事受益者負担金でございます。 

 １４の国庫支出金。項１の国庫負担金。補正額で１７０万４，０００円。内容で

すけれども、農地農林災害復旧で８０万１，０００円。それから国有林整備事業で

９０万３，０００円です。 

 款１５、県支出金。項１、県補助金。補正額７７７万円の補正です。大きなもの

で妊婦それから乳児健診の補助金４４１万円です。 

 項３、委託金。３１万８，０００円の増額の補正です。主なもので農業用水の水

源地域保全対策事業２４万６，０００円です。 

 次の３ページをお願いをいたします。款２０、項１、補正額６１０万円です。内

容ですけれども、６１０万円の増額の補正です。コミュニティー事業助成金１９０

万円。これにつきましては、コミュニティーの助成事業で上宿区への東屋、ベンチ

等の助成金でございます。 

 それからスポーツ振興くじ助成金４２５万８，０００円。これまた歳出のところ

でご説明いたしますけれども、Ｂ＆Ｇの芝生広場の助成金でございます。 
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 続きまして款２１、町債。項１、町債。３９０万円の減額の補正でございます。

地域活性化事業債３９０万円の減額の補正ということでございます。 

 合計で補正額１，２０６万７，０００円。補正後の予算額で６６億７，１５３万

９，０００円です。 

 次のページをお願いいたします。歳出。 

 款２、総務費。項１、総務管理費。補正額で７４９万３，０００円の減額の補正

でございます。主なものといたしまして、人事異動に伴います一般人事管理経費と

いうことで、１，０８７万円の減額でございます。 

 項２の徴税費。補正額４３８万５，０００円の減額です。これにつきましても、

人事異動に伴います人事管理経費の減額でございます。 

 項３、戸籍住民基本台帳費。補正額７６万９，０００円の減額です。これにつき

ましても人事異動に伴います人事管理経費の減額でございます。 

 項５、統計調査費。７万２，０００円の増額の補正です。主なもので調査員の報

酬１０万２，０００円の増額の補正でございます。 

 款２、民生費。項１、社会福祉費。補正額４８万８，０００円です。これにつき

ましても、主なもので異動等に伴います一般職の人事管理経費６４５万６，０００

円ほか繰出金等でございます。 

 続きまして項２、児童福祉費。補正額１４０万３，０００円の減額でございます。

主なものといたしまして、保育園の臨時嘱託職員の賃金７９万３，０００円の減で

ございます。 

 款４、衛生費。項１、保健衛生費。８７３万２，０００円の増額の補正でござい

ます。主なものといたしまして、妊婦・乳児健診の検査の経費７７３万円の増とい

うことで、この検査費用が、検査が５回から１４回に増加になったと。補助金のと

ころでも増えているということで、増額になっております。 

 項２、清掃費。補正額で４６万９，０００円の増額です。内容ですけれども、一

般廃棄物の集積用のハウスでございます。 

 款６、農林水産業費。項１、農業費。補正額で１５万４，０００円の増額でござ

います。内容ですけれども、耕作放棄地の現地の確認図の印刷代でございます。 

 次の５ページをお願いいたします。項２、林業費。補正額９７万円の増額の補正

でございます。国有林の緩衝帯整備事業で９０万７，０００円の増額の補正でござ
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います。 

 項２、農地費。補正額６３万５，０００円の増額の補正でございます。内容です

けれども、頭首工台帳等の整備の委託、それから土地改良事業補助の増額というこ

とでございます。 

 款７、商工費。項１、商工費。補正額２２５万４，０００円の減額でございます。

これにつきましても、人事異動等に伴います人事管理経費の減額でございます。 

 款８、土木費。項１、土木管理費。補正額５５３万円の増額でございます。これ

につきましても、異動等に伴います一般職の人事管理経費の増額でございます。 

 項２、道路橋梁費。補正額３３万９，０００円の増額の補正でございます。内容

ですけれども、地下の埋設ケーブルの補償料でございます。 

 款１０、教育費。項１、教育総務費。９３万６，０００円の増額の補正でござい

ます。内容ですけれども、中学校の建設事業経費で９１万８，０００円で、事務費

等の増額の補正でございます。 

 それから項２、小学校費。補正額８７万３，０００円の減額です。内容ですけれ

ども、臨時嘱託職員の賃金で１３２万１，０００円の減額です。 

 項３、中学校費。補正額７２万７，０００円の増額です。産休代替職員の賃金の

増額でございます。 

 項４、社会教育費。補正額７７１万円の増額の補正でございます。主な内容で、

異動等に伴います一般職の人事管理経費７２５万９，０００円の増額の補正です。 

 それから項５、保健体育費。これにつきましては、財源変更でございます。 

 次のページをお願いいたします。款１１、災害復旧費。項１、農林水産業施設災

害復旧費。補正額３万円ということで、消耗品でございます。 

 款１４、予備費。歳入歳出予算を予備費２４５万２，０００円で調整をさせてい

ただきまして、予備費の合計が９，２６４万２，０００円。補正の総額で１，２０６

万７，０００円、補正後の予算額で６６億７，１５３万９，０００円になります。 

 予算書の５ページをお願いいたします。第２表の地方債の補正でございます。 

 起債の目的、地域活性化事業。補正前、限度額２，６６０万円。補正後、２，２７０

万円ということで、３９０万円の地方債の減額の補正となります。これも先ほどか

ら説明しておりますけれども、Ｂ＆Ｇの芝生化工事について、スポーツ振興宝くじ

の助成が決定をしたということで、この地域活性化事業での起債を起こして事業を
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行うということになっておりましたけれども、スポーツ振興宝くじでできるという

ことで、今回、減額の補正をさせていただくものでございます。 

 以上です。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

 市村議員。 

（７番 市村千恵子君 登壇） 

〇７番（市村千恵子君） ７番、市村千恵子です。 

 １点お聞きをいたします。 

 今回の補正の大きい妊婦健診とかの増額ですけれども、いま課長の方から５回か

ら１４回になっての増額だというお話がありました。この妊婦健診ですけれども、

１４回になって、健診にはいろいろあるんですけれども、超音波健診というのがあ

るんですけれども、その超音波健診をこの１４回の中に入れていない自治体が結構

今回あるという中で、御代田は超音波健診もこの１４回の中には含まれているので

しょうか。 

〇議長（内堀千恵子君） 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） お答えをいたします。 

 県から流れてきた情報では、１４回に切りかえるということはございました。こ

のほかに４回の超音波健診がございまして、こちらはその各市町村で選択していい

という状況でございます。 

 私どもの町としては、妊娠初期に１回、妊娠初期の第２段階で１回、妊娠中期、

それから妊娠後期と、計４回を公費の中で賄うという状況で対応をさせていただい

ております。 

 ばらつきの関係につきましては、近隣の町村の状況で、軽井沢は私どもと同じ状

況で実施をなさるようです。隣の小諸、佐久は、実施の予定はない。立科も実施は

予定していないようです。以上です。 

〇議長（内堀千恵子君） 市村議員。 

〇７番（市村千恵子君） 終わります。 
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〇議長（内堀千恵子君） ほかに質疑のある方、挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２３ 議案第５８号 平成２１年度御代田町国民健康保険事業勘定 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２３ 議案第５８号 平成２１年度御代田町国民健康保

険事業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは議案書の３９ページをお願いいたします。 

 議案第５８号 平成２１年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算

案について 

 地方自治法第２２０条第１項の規定により、平成２１年度御代田町国民健康保険

事業勘定特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。 

                         平成２１年６月５日提出 

                               御代田町長 

 今回の補正は、国保会計上で保健事業の充実は国・県調整交付金の３点にあたっ

ても有利に働くため、従来、一般会計の保健事業費中の保健衛生普及費の看護師雇

用賃金を医療費適正化のためのレセプト分析に位置づけまして、それからまた疾病

予防経費の講師謝礼、旅費、委託料を、生活習慣病予防事業に位置づけて、国庫補

助申請をしようとするものです。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ１２２万３，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ１４億１，９３９万８，０００円とする。 
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 ２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款１０、繰入金。既定額に１２２万３，０００円を増額補正するものです。他会

計繰入金ということで、町負担分の繰入を行うものでございます。 

 歳入合計が１４億１，９３９万８，０００円とするものであります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款８、保健事業。項２、保健事業費。既定額に２４４万６，０００円を増額補正

するものでございます。先ほど説明したように、看護師賃金、講師謝礼等でござい

ます。 

 款１１、諸支出金。項１、償還金及び還付加算金。既定額に３万７，０００円を

増額するものでございますが、２０年度分の国庫返還金の確定により、増額をする

ものでございます。 

 款１２の予備費で歳入歳出を調整させていただいておりまして、１２６万円を減

額するものであります。 

 歳出総額は１４億１，９３９万８，０００円とするものでございます。 

 以上でございます。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいた

します。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２４ 議案第５９号 平成２１年度御代田町老人保健医療 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２４ 議案第５９号 平成２１年度御代田町老人保健医

療特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 
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〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の４０ページをお願いいたします。 

 議案第５９号 平成２１年度御代田町老人保健医療特別会計補正予算案につい

て 

 地方自治法第２２０条第１項の規定により、平成２１年度御代田町老人保健医療

特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。 

                         平成２１年６月５日提出 

                               御代田町長 

 今回の補正につきましては、医療費支給経費の増加見込みと、支払基金償還金の

発生に伴うものでございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の老人保健医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定め

るところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ１４３万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ３５８万７，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金。既定額に１４３万８，０００円の増額を

するものでございます。 

 歳入合計が３５８万７，０００円となります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出であります。 

 款２、医療諸費。項１、医療諸費。既定額に８０万円の増額をするものです。入

院に伴う高額療養費が見込まれます。 

 款３、諸支出金。項１、償還金。既定額に６３万８，０００円の増額をお願いす

るもので、２０年度の支払基金交付金の超過額を返還するものでございます。 

 歳出合計が３５８万７，０００円とするものでございます。 

 以上でございます。よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいた

します。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２５ 議案第６０号 平成２１年度御代田町介護保険事業勘定 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２５ 議案第６０号 平成２１年度御代田町介護保険事

業勘定特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の４１ページをお願いいたします。 

 議案第６０号 平成２１年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案に

ついて 

 地方自治法第２２０条第１項の規定により、平成２１年度御代田町介護保険事業

勘定特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。 

                         平成２１年６月５日提出 

                               御代田町長 

 今回の補正につきましては、介護従事者処遇改善臨時特例基金関係と、人事異動

に伴う人件費の増に対応するものでございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ５７７万１，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それ

ぞれ９億３，３７９万６，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算補正であります。歳入でござ

いますが、款７、財産収入。項１、財産運用収入。１万３，０００円を増額するも

ので、基金の利子でございます。 

 款８、繰入金。項１、他会計繰入金。既定額に３２７万５，０００円を増額する
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もので、一般会計から人件費分を繰り入れるものであります。 

 それから項２、基金繰入金。２４８万３，０００円を計上いたしまして、これは

保険料軽減分の基金からの繰入であります。 

 歳入合計が９億３，３７９万６，０００円となります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出であります。 

 款１、総務費。項１、総務費。既定額に６万６，０００円の増額をするもので、

これは介護保険計画策定委員の報酬でございます。 

 款２、保険給付費。項１、保険給付費。これにつきましては、財源変更でありま

す。 

 款４、地域支援事業費。項２、包括的支援事業任意事業。既定額に３５６万

９，０００円を増額するもので、保健師１名分の人件費であります。 

 款５、基金積立金。項１、基金積立金。既定額に１万４，０００円を増額するも

ので、利子分の積立でございます。 

 款６、諸支出金。項１、諸支出金。既定額に４２万６，０００円を増額するもの

で、平成２０年度に行いました改修補助金の過払い分の返還をこちらでしてまいり

ます。 

 款８、予備費。こちらで調整をさせていただきまして、１６９万６，０００円を

増額して、歳出総額が９億３，３７９万６，０００円とするものでございます。 

 よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２６ 議案第６１号 平成２１年度御代田町後期高齢者医療 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２６ 議案第６１号 平成２１年度御代田町後期高齢者

医療特別会計補正予算案についてを議題といたします。 
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 提案理由の説明を求めます。 

 土屋和明保健福祉課長。 

（保健福祉課長 土屋和明君 登壇） 

〇保健福祉課長（土屋和明君） それでは、議案書の４２ページをお願いいたします。 

 議案第６１号 平成２１年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案につ

いて 

 地方自治法第２２０条第１項の規定により、平成２１年度御代田町後期高齢者医

療特別会計補正予算（第１号）を、別冊のとおり提出する。 

                         平成２１年６月５日提出 

                               御代田町長 

 今回の補正につきましては、制度改正に伴うシステム改修費の計上でございます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ４８万円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞれ９，５９３

万９，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。第１表歳入歳出予算補正。歳入でございます。 

 款４、繰入金。項１、一般会計繰入金。補正額４８万円でございます。財源を一

般会計から繰り入れるものでございまして、歳入合計が９，５９３万９，０００円

となります。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、総務費。項１、総務管理費。既定額に４８万円を増額補正するもので、シ

ステム改修委託料でございます。 

 歳出合計が９，５９３万９，０００円とするものであります。 

 よろしくご審議のうえ、お認めいただきますようお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２７ 議案第６２号 平成２１年度御代田町簡易水道事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２７ 議案第６２号 平成２１年度御代田町簡易水道事

業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君）それでは、議案書の４８ページをお開き願いたいと思います。 

 議案第６２号 平成２１年度御代田町簡易水道事業特別会計補正予算案につい

て、ご説明をさせていただきます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の御代田町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 既定の歳入歳出予算の総額に変更はないものとする。 

 ２ページをお願いいたします。歳出でございますが、款３、繰出金。項１、他会

計繰出金。補正額３２万７，０００円の増額でございます。これにつきましては、

小沼簡水への繰出で、水道専用車の車検代と水質検査の委託料ということの案分経

費をお願いするものでございます。 

 それから予備費でございますが、３２万７，０００円の減額でございまして、そ

の財源として予備費より充てるものでございます。 

 歳入はございませんので、以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 
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－－－日程第２８ 議案第６３号 平成２１年度御代田町小沼地区簡易水道事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２８ 議案第６３号 平成２１年度御代田町小沼地区簡

易水道事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書４４ページをお開き願いたいと思います。 

 議案第６３号 平成２１年度御代田町小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算

案について、ご説明申し上げます。 

 予算書の１ページをお願いいたします。 

 平成２１年度御代田町の小沼地区簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）は、

次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正）第１条 既定の歳入歳出予算の総額に、歳入、歳出、そ

れぞれ３２万７，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を、歳入、歳出、それぞ

れ１億１，０４６万９，０００円とする。 

 ２ページをお願いいたします。歳入でございますが、款４、繰入金。項１、他会

計繰入金。３２万７，０００円の増額をお願いするものでございます。これは案分

経費としての御代田簡水からの繰入金でございます。 

 ３ページをお願いいたします。歳出でございます。 

 款１、経営管理費。項１、総務費。１２万９，０００円の増額をお願いするもの

でございまして、これは水道で使っております専用車の車検代をお願いするもので

ございます。 

 それから項２、施設管理費。６３万１，０００円の増額をお願いするものでござ

いますが、これにつきましては、いま水道法の中で３６５日、１年間毎日義務化を

されている水質検査、これにつきまして、現行は土日祝祭日は実際行っていないと

いうのが現状でございました。ここで新型インフルエンザですとかいろいろな問題

が出てきてまいりまして、非常に厳しい指導も受けている、そんな関係で、その辺、

委託により実施をし、より適正な水質管理に努めていきたいということでございま
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して、今回補正をお願いするものでございます。 

 それから予備費でございますが、４３万３，０００円の減額ということで、その

財源として予備費を充てさせていただくものでございます。 

 以上でございます。よろしくお願いをいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第２９ 議案第６４号 平成２１年度御代田町公共下水道事業 

                    特別会計補正予算案について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第２９ 議案第６４号 平成２１年度御代田町公共下水道

事業特別会計補正予算案についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。 

 笠井吉一建設課長。 

（建設課長 笠井吉一君 登壇） 

〇建設課長（笠井吉一君） それでは、議案書４５ページをお願いいたします。 

 議案第６４号 平成２１年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案につ

いて、ご説明をいたします。 

 予算書の１ページをお開きください。 

 平成２１年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定

めるところによる。 

 歳入、歳出、ございません。債務負担行為のみでございまして、第１条 地方自

治法第２１４条の規定により、債務を負担する行為をすることができる事項、期間

及び限度額は、第１表債務負担行為による。 

 ２ページをお願いいたします。債務負担行為でございますが、公共下水道事業で

期間、平成２２年度。限度額を３億４，６００万円、お願いするものでございます。

これにつきましては、汚水の増加に伴う処理場施設の増設を行うものでございまし
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て、２１年度、２２年度の２カ年で計画をしてございます。ここで設計額が、結局、

ほぼ概算が出たということでお願いをするものでございますが、全体設計額とし

ましては４億４，２００万円としております。そのうちの今回２２年度分の３億

４，６００万円につきまして、債務負担をお願いするものでございます。 

 よろしくお願いをいたします。以上でございます。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、提案理由の説明を終わります。 

 これより、議案に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって質疑を終結いたします。 

 

－－－日程第３０ 平成２０年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、 

              貸借対照表及び損益計算書の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３０ 平成２０年度御代田町土地開発公社事業報告、財

産目録、貸借対照表及び損益計算書の報告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の４６ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対照表及び損益計

算書の報告について、ご説明をいたします。 

 次のページをお願いをいたします。 

 議案第１号ということで、この件につきまして、平成２１年５月２１日に公社の

理事会に提出をいたしまして、承認がされました。 

 次のページをお願いいたします。第３７期事業報告書。 

 次のページをお願いいたします。 

           平成２０年度第３７期事業報告書 

 １、概要 当公社は、公共用地等の先行取得及び管理、処分を行うことにより、

御代田町の秩序ある整備と町民福祉の増進に寄与することを目的としているとこ
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ろであるが、当年度においては、土地の先行取得、保有土地の売却ともになかった。

なかったということでございます。 

 次に３の会計。（１）の財産目録でございます。 

 １ 流動資産 

  （１）現金及び預金       ４５４万２，３１８円 

  （２）公有用地     １億３，８２２万９，２７７円 

  （３）土地造成事業用地   １億３５９万２，５７０円 やまゆり工業団地 

 資産の合計で２億４，６３６万４，１６５円です。 

 ２ページをお願いいたします。 

 （２）平成２０年度御代田町土地開発公社損益計算書 １ 事業収益 事業の総

利益で８，４３３円。 

 ３の販売費及び一般管理費 事業損失ということで１６万３，５６７円。 

 ４の事業外収益 経常利益１万４，１７１円。当期の純損失１４万９，３９６円。 

 当期の損失で１４万９，３９６円です。 

 次のページをお願いいたします。 

 （３）平成２０年度御代田町土地開発公社貸借対照表 

 資産の部 流動資産 資産の合計で２億４，６３６万４，１６５円。 

 負債の部 ２の固定負債 負債合計で１億７，９４０万円。 

 資本の部 １ 資本金 ３５０万円。２ 準備金 ６，３４６万４，１６５円。 

 資本合計 ６，６９６万４，１６５円。 

 負債資本合計 ２億４，６３６万４，１６５円でございます。 

 次ページ以降につきましては、この決算に対する内容でございます。 

 説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、報告を終わります。 

 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって平成２０年度御代田町土地開発公社事業報告、財産目録、貸借対照

表及び損益計算書の報告を終わります。 
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－－－日程第３１ 平成２０年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告について－－－ 

〇議長（内堀千恵子君） 日程第３１ 平成２０年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報

告についてを議題といたします。 

 報告を求めます。 

 内堀豊彦企画財政課長。 

（企画財政課長 内堀豊彦君 登壇） 

〇企画財政課長（内堀豊彦君） 議案書の４７ページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告について、ご説明をいたしま

す。 

 次のページをお願いいたします。 

 平成２０年度御代田町繰越明許費繰越計算書 

 御代田町一般会計 款、項、事業名。 

 まず、款２の総務費。項１の総務管理費。定額給付金費。金額２億３，８９７万

３，０００円。翌年度繰越額２億３，６４９万９，０００円。財源については、書

いてあるとおりでございます。 

 次に款３、民生費。項１、児童福祉費。事業名、子育て応援特別手当事業。金額

９６９万８，０００円。翌年度への繰越額９６７万３，０００円でございます。財

源については書いてあるとおりでございます。 

 款４、衛生費。項２、清掃費。事業名、塵芥収集処理経費。金額１，５００万円。

翌年度への繰越１，４７０万円でございます。財源については書いてあるとおりで

ございます。 

 款８、土木費。項２、道路橋梁費。事業名、道路維持管理経費でございます。こ

れにつきましては、中島線駅前８号線、それから国道大久保線でございます。金額

１，４１２万３，０００円。翌年度への繰越額１，１３８万３，０００円で、財源

については書いてあるとおりでございます。 

 合計で２億７，７７９万４，０００円。翌年度への繰越額２億７，２２５万

５，０００円。財源については書いてあるとおりでございます。 

 以上のとおりご報告を申し上げます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（内堀千恵子君） 以上で、報告を終わります。 
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 これより、議題に対する質疑に入ります。 

 質疑のある方は挙手を願います。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

 質疑なしと認めます。 

 これをもって、平成２０年度御代田町繰越明許費繰越計算書の報告を終わります。 

 以上で、すべての議案に対する質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま議題となっています議案第５２号から議案第５４号及び議案第５６号

から議案第６４号までについては、会議規則第３９条の規定により、お手元に配付

してあります議案付託表のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託いたしたいと

思います。 

 これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 異議なしと認めます。 

 よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託することに決しました。 

 以上で、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

 本日はこれにて散会いたします。 

 ご苦労さまでした。 

散 会 午後 ２時４０分 

 


